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(ガルーダ印) 

 

投資奨励委員会 告示 

第 7/ 2549 年 

件名 集積回路用ウェハ生産への投資振興方針 

 

国内における集積回路ウェハ製造投資を支援するため、仏歴 2544 年投資奨励法(第 3 版)によ

り改訂された仏歴 2520 年投資奨励法第 16 条および 31 条第 2 段落の権限に基づき、投資奨励

委員会は 2000 年 8 月 1 日付け第 2/2543 号投資奨励告示付帯リストの 5．6．1 種の従った集積

回路ウェハ製造事業を国家に対して特別に重要性および有益な事業とみなし、以下の恩典を与

えることを告示する。 

  

1． 全地域における機械の輸入税を免除し、従来の機械から改善または代用するため、また

は従来のプロジェクトの生産能力を増加させるために輸入することを許可する。プロジェクトがフ

ルキャパシティーで稼働しているかどうかは問わない。期間は投資奨励を受けた全期間とする。 

 

2． 第 31 条第 2 段落に従った法人所得税免除の割合を定めず、8 年間法人所得税を免除す

る。 

 

3．従来の機械の改善投資は、奨励を受けたプロジェクトの一部とみなす。 

 

仏歴 2548 年 12 月 8 日より施行 

 

仏歴 2549 年 3 月 20 日発令 
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